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E-ラーニングのための、ネット動画を作りたい
　企業の人材育成で講習会を行っているA社から、都合で欠席し
た受講者がE-ラーニングとして後で見られるように、講義の様子を
ネット動画にして閲覧できるようにしたいという要望がありました。
具体的には、ただ講師が話す様子を映すのではなく、講師の資料
やパワーポイントを、ちょうどTVのニュース番組や天気予報のよう
に、背景で合成した動画を作りたいという希望でした。また講義は
毎回1カ所所ではなくさまざまな会場で行われるので、できれば、
その場で収録したいが、機器に予算はあまりかけられないので、総
予算を数十万円程度で実現したいとのことでした。
　数万円の民生用ハンディカム２台と、最近需要が増えてきている
十数万円の簡易型映像スイッチャー、映像記録と圧縮を同時に実
現できる数万円のゲームレコーダー(映像録画機)など、それぞれ
機器の仕様や役割と、映像技術について説明した上で、また実際の
収録現場で、講師の背景に青、緑色等の無地で大きな布を準備す
ることで映像合成が可能なことを伝え、これらを活用した収録シス
テムを工夫し設計した結果、簡易・移動型合成スタジオとして、運用
や映像制作が可能になりました。
　また併せて、業務利用の映像制作に当たっては、音声を明瞭にす
ることが重要であることも伝え、今回は実運用を考えて講師に収
録専用のワイヤレスマイクを使用することをすすめました。この
ケースでは毎回会場が変わるため、収録会場の近隣ですでに使用
されているワイヤレスマイクの電波との混線を避けるとともに、連
続の収録時間が２時間以内であることから、民生用機器として数万
円で購入できるBluetoothタイプのワイヤレスマイクの使用を提
案し、それらについても実現しました。

DVD-Video制作（プレス）時の課題解決をしたい
　映像制作会社であるB社は、他社と共同で広範囲なロケ地をめ
ぐる比較的規模の大きな映像制作をしましたが、DVDタイトル化
するに当たり、プレス業者や販売関係者から、使用する映像圧縮ソ
フトの指定やデータエラーについて、同社が通常使用している手
法では対応できない内容の要求があり、困っていました。

　市販のソフトウェアの使用だけでは解りにくい、DVD-Videoの
詳細な規格や仕様の内容、制作技術について説明するとともに、エ
ラーの無い制作方法の実例や、当センターが保有する実績のある
プレスデータ作成業務専用のツールなどを活用して、共同制作各

社への同意や、関係業者へ納得のいく説明をすることで、販売用の
DVDプレス(工場での量産)が実現しました。

自社内で制作する映像のナレーションをしてくれる
人を探したい
　映像機器を取り扱っているC社では、施工先等の顧客からの要
望で、納品した機器で使用する映像の制作依頼を、社内で受けるこ
とがあります。その映像向けにナレーションをしてもらえる、できれ
ばプロか、同等の人を探しているが、今までC社では経験が無いの
で、その方法を教えてほしいという相談がありました。
　作品ごとに、コマーシャル、ドキュメンタリーなど、制作する内容
によって、その適正は変わるので、男女、声のトーンや雰囲気、演技
の必要なセリフの有無などについて、今回求める仕様や詳細を聞
きつつ、C社には、自らも顧客へその希望をリサーチするように促
しました。
　その上で、放送事業者やタレント事務所、アナウンス・声優学校
などに照会をかけ、実績のある方にボイスサンプルをご提供いた
だき、収録時の拘束時間やギャラについて希望する範囲内で実現
できるよう調整しつつ、マネジメントや進め方についても、今後C社
の担当者が慣れるためのサポートとして、その都度作品に合った人
をチョイスするノウハウなどを紹介しました。

展示会で使用する自社製品の映像を社内制作したい
　主に工場のラインで使用する生産設備を製造しているＤ社で
は、自社製品のほとんどは顧客からのオーダー品です。ただし出荷
した後、社内には図面しか残らないので、展示会やホームページな
ど映像を使用して紹介したいが、社員が撮影したものでは営業に
使用できるレベルの映像が残せず困っていました。だからといって
毎回出荷の度に専門業者に依頼できるほどの予算は無く、できれ
ば社内で何とかしたいとの相談を受けました。
　最終的な映像は、専門の映像制作会社に構成・編集をお願いす
るとしても、毎回出荷時の製品の稼働映像は、社員が撮影できる
ようにし、映像素材をデータベース化することを提案しました。ま
た出荷前の製品の稼働状況をチェックする仮組立は、毎回同じ場
所なので、そこにあらかじめ必要な照明や三脚、小型カメラなど撮
影設備を備え、常設の撮影スタジオに改良してはどうかと提案し
ました。
　動いているものを効果的に見せるためにはカメラは動かさず、
固定して編集しやすい映像を撮影すること、また後で編集時に時
間調節が可能なように録画スタート・ストップの前後を15秒程度
余分に長く録画すること、機械が稼働する音が必要ならば、カメラ
のマイクではなく、会議室で使用しているようなマイクでも良いの
で別途用意して録音する(撮影に最適なカメラの設置場所が、必ず
しも録音に最適な場所ではない)ことなどを周知することで、社員
でも失敗しない映像素材の撮影ができるようになりました。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  E-mail：design@kptc.jp

映像や動画制作で困ったことはありませんか業務・相談
事例紹介

　技術センターでは、映像や動画制作に関する技術相談や、人材育成のお手伝いをしています。今回は、それらの中から4つの相
談事例をご紹介します。　https://www.kptc.jp/gijutsushien/mov/

デザインの本質を理解し経営の中核で活かす
　デザイン賞は優れたデザインの証ですが、それは同時に当該企
業がデザインの本質を理解され経営の中核で活かしておられるこ
との現れでもあります。今回はＧマークで知られるグッドデザイン
賞とドイツのｉＦ（アイエフ）デザインアワード、それぞれの概要と受
賞された企業の声、そして近年受賞されている京都企業の例をい
くつかご紹介します。

グッドデザイン賞（ジーマーク）
　日本を代表するデザイン賞。対象は製品だけにとどまら

ず、仕組みや取り組み、サービス、そして絵本やテレビ番組までと
幅広い。応募にあたっては、誰のための何のデザインであるか、そ
の目的や実現の方法、得られた効果、企画開発の理由、社会背景、
市場動向、競合製品の有無、他の製品との差異などの記入が求め
られ、自社の製品をその開発コンセプトからあらためて見直すきっ
かけにもなる。2018年は4,789件の応募があり、1,353件が受
賞。応募の締切は例年５月頃。

ｉＦデザインアワード（アイエフ）
　国際的に認知されているデザイン賞で、特に欧州を中

心に新たな市場を獲得し、各種メディアからの注目を集めるための
マーケティングツールとしても有効。応募は英語であるが、製品概
要の説明は600字以内（100単語程度）と限られており、また日本
オフィスもあるので日本語で応募のアドバイスも受けられる。
2018年は6,402件の応募があり、2,209件が受賞。うち日本企業
の受賞は193件。応募の締切は例年10月頃。

受賞された企業の声
▼応募のきっかけ：イノベーションに対する社内の意識向上／自社
の製品をもっと知ってもらいたい／いい製品と思うが外から見ると
どうなのか知りたい／新たな売り先を開拓したい／社名や製品名の
認知度を上げたい／予算を掛けずに思い切った宣伝をしたい など
▼応募したことで：自分たちの作る製品をあらためて見直すきっ
かけになった／自社製品をよく知らない人にどう説明したら分かっ
てもらえるか考えることで自分たちを第三者の目で客観的に見る
ことができた など
▼受賞したことで：名だたる大企業と同じ土俵に立つような製品
を自分たちは作っているんだと社員が自信と誇りを持つようになっ
た／デザイン賞をとった製品を作っていますと言うと、多くの方が
興味を示してくれる／自社の製品や取り組みに対して専門家から
の第三者的評価を得られたことが大きい／製品だけでなく、会社

全体のイメージアップにつながった／自社や自社の製品を説明し
やすくなった／取引先からの評価も高まった／じっくり製品を見て
いただけるようになった／後継者や採用活動など人材確保の面で
もプラスになっている など

受賞されている京都の企業
　デザイン賞の受賞企業というと以前は島津製作所やオムロン、
京セラなどの大企業がほとんどでしたが最近は、請負加工をメイン
にされている中小企業などの受賞も少しずつ増えてきています。
会場に展示した京都の受賞企業の紹介パネルを一部掲載します。

デザイン賞の応募説明会（4/22）を開催します
　2019年度のグッドデザイン賞そしてｉＦデザインアワードの募集
開始に伴い、今年もそれぞれの主催団体から講師をお招きしてそ
の概要やポイント、応募することで得られる効果、受賞した際のメ
リットなどを解説いただきます。
日時　4月22日（月）13:00～17:00
会場　当センター5階 研修室
1部：13:00～15:00　応募説明と質疑応答
2部：15:00～17:00　個別相談（@15分×10社程度　要予約）

　技術センターでは「ものづくり企業とデザインのマッチング」を目的に、京都ビジネス交流
フェアの会場で毎年「KYOTO DESIGN WORK SHOW」を開催しています。デザインの導
入や活用のきっかけにしていただこうというものですが、併せて会期中にショートガイダンス
も実施しています。テーマは「デザイン賞が企業を変える― 取引先が変わる、社内が変わる」
と「デザイン導入の現場から― 初めてのデザイン、その成功のポイント」の二つ。今回は前者
の要点をお伝えします。

デザイン賞が企業を変える ― 取引先が変わる、社内が変わる ―
技術

センターから
経営者のためのデザイン活用ガイダンス（1）
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